『時代不同歌合』の歌人の選定について―その歌人的評価から― by 渡辺, 健
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『
時
代
不
同
歌
合
j
の
歌
人
の
選
定
に
つ
い
て
．
ー
そ
の
歌
人
的
評
価
か
ら
ー
「
時
代
不
同
歌
合」
は
隠
岐
晩
年
の
後
烏
羽
院
の
手
に
成
る
歌
仙
秀
歌
合
型
の
秀
歌
撰
で
あ
る。
八
代
集
を
撰
歌
母
体
と
し
て
歌
人
百
人
を
選
び、
古
今
集ー
拾
遺
集
初
出
の
歌
人
万
十
人
を
左
方、
後
拾
追
集—新
古
今
集
初
出
T)
 
の
歌
人
五
十
人
を
右
方
に
配
し、
各
々
の
代
表
歌
三
首
ず
つ
を
選
ん
で
歌
合
形
式
に
番え
て
い
る。
左
方
歌
人
は
柿
本
人
麻
か
ら
和
泉
式
部
ま
で
を、
概
ね
年
代
順
に
並
べ、
右
方
歌
人
は
源
経
信
か
ら
宮
内
卿
ま
で
を、
こ
ち
ら
は
特
に
時
代
別
配
列
の
意
識
な
し
に、
左
方
歌
人
と
の
組
合
せ
を
考
え
て
番
え
て
い
る。
「
時
代
不
同
歌
合」
と
は、
こ
の
よ
う
に、
時
代
を
異
に
す
る
歌
人
を
組
合
せ
て
絹
ん
だ
歌
合
形
式
の
秀
歌
撰、
と
の
開
で
あ
る。
こ
の
「
時
代
不
同
歌
合」
の
構
想
が、
歌
仙
秀
歌
撰
の
先
駆
者
で
あ
る
藤
原
公
任、
就
中
そ
の
撰
に
成
る
「＝―
十
六
人
撰」
へ
の
対
抗
意
識
に
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は、
既
に
寺
島
恒
世
氏
の
ご
考
察
が
あ
る。
す
な
わ
ち、
「
時
代
不
同
歌
合」
と
「
三
十
六
人
撰
j
は
と
も
に
歌
仙
歌
合
形
式
の
秀
歌
選
で
あ
っ
て、
先
学
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
通
り、
こ
の
時
代
を
異
に
す
る
歌
人
を
番
え
る
歌
合
形
式
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
〈
淵
源〉
に
位
囮
す
る
の
が
公
任
撰
「
前
十
五
番
歌
合」
で
あ
っ
た。
「
三
十
六
人
撰」
は、
そ
の
公
任
が
「
三
十
人
撰」
を
経
て
達
成
さ
せ
た
歌
仙
歌
合
の
一
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
だ
っ
た
の
で
あ
る。
そ
の
よ
う
な
歌
仙
歌
合
創
．
．
 
始
者
と
し
て
公
任
が
位
匝
付
け
ら
れ
る
こ
と
こ
そ
が、
院
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
有
す
る
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。
時
代
を
異
に
す
る
歌
人
を
組
み
合
わ
せ
て
作
成
す
る
文
字
通
り
〈
時
代
不
同
歌
合〉
の
バ
イ
オ
ニ
ア
た
る
公
任
に
対
す
る
確
た
る
意
識
を
も
っ
て
臨
ん
だ
の
が
h
2)
 
「
時
代
不
同
歌
合
j
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る。
一
方
で、
寺
島
氏
が
い
わ
れ
る
よ
う
に、
「
時
代
不
同
歌
合」
が
「
三
十
六
人
撰
j
を
意
識
し
つ
つ、
百
歌
仙
へ
と
歌
人
枠
を
拡
げ
歌
数
も
丁
庶
そ
の
倍
数
で
あ
る
三
百
首
と、
大
部
の
秀
歌
撰
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は、
公
任
以
来
の
秀
歌
撰
の
伝
統
を
継
承
し
な
が
ら
同
時
に
そ
れ
を
凌
駕
し
よ
う
と
し
た
後
烏
羽
院
の
意
欲
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う。
仮
に、
田
仲
洋
己
氏
が
論
じ
ら
れ
た
よ
う
に、
「
時
代
不
同
歌
合」
の
前
段
階
に
院
に
よ
る
「
三
十
六
人
撲
j
の
改
訂
と
い、
品手
態
が
想
定
さ
れ、
歌
人
の
変
更
無
し
に
代
表
歌
渡
辺
健
-1-
．
数
を
各
三
首
に
揃
え、
必
要
に
応
じ
て
自
ら
の
和
歌
観
に
よ
り
適
っ
た
歌
に
差
し
替
え
る
と
い
う
作
業
に
落
手
し
た
後
で、
「
時
代
不
同
歌
合
j
に
発
展
(
3)
 
し
た
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ、
歌
人
百
人
の
歌
仙
秀
歌
合
と
い
う
形
式
に
は、
院
の
創
意
で
あ
る
可
能
性
が
当
然
考
え
ら
れ
て
よ
い。
無
論
そ
こ
に
は、
樋
口
芳
麻
呂
氏
が、
公
任
が
七
十
六
歳
で
没
し
た
長
久
二
年
(1
0
四一
）
か
ら
「
時
代
不
同
歌
合」
「
百
人一
首」
が
撰
せ
ら
れ
た
文
暦
元
（ー
ニ
三
四）・
ニ
年
ま
で
に
は
二
百
年
近
く
の
歳
月
が
流
れ
て
お
り、
そ
の
期
間
に
も
す
ぐ
れ
た
歌
人
が
世
に
現
れ
て
お
り、
三
十
六
人
で
は
な
く、
百
人
を
単
位
す
る
歌
仙
歌
合
「
時
代
不
同
歌
合
j、
歌
仙
秀
歌
撰
「
百
人一
首
j
が
撰
定
さ
れ
る
必
然
性
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
事
情
は
あ
っ
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
が、
後
烏
羽
院
以
前
の
歌
仙
秀
歌
撰
が
概
ね
三
十
六
乃
至
三
十
を
歌
人
の
単
位
と
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
す
る
な
ら
ば、
院
の
「
時
代
不
同
歌
合
j
を
以
て
百
歌
仙
に
よ
る
秀
歌
撰
の
瑞
矢
と
み
な
す
蓋
然
性
は
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る。
そ
こ
で、
「
時
代
不
同
歌
合」
、の
構
想
を
考
え
る
に
際
し
て
は、
選
歌・
配
列・
結
番
の
問
題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら、
そ
れ
に
先
立
っ
て、
後
烏
羽
院
が
か
つ
て
な
い
百
人
の
枠
を
満
た
す
歌
人
を
ど
の
よ
う
に
選
ん
だ
の
か、
と
い
う
問
題
を
考
証
す
る
手
親
き
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う。
こ
の
問
題
に
関
し
て
-
＇)
 
は、
樋
口
芳
麻
呂
氏
が
既
に
先
鞭
を
つ
け
て
お
ら
れ
る
が、
同
氏
は
ま
た
歌
人
百
人
の
秀
歌
撰
「
時
代
不
同
歌
合
l
「
百
人一
首
j
「
新
時
代
不
同
歌
合
j
を
対
象
と
し、
選
入
歌
人
を
帝
王・
皇
妃
及
び
王・
大
臣・
公
卿・
殿
上
人
及
び
地
下・
俯・
女
房
に
分
類
し、
各
作
品
の
傾
向
や
作
者
の
好
尚
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る。
他
方、
寺
品
恒
世
氏
は、
「
時
代
不
同
歌
合」
の
左
方
歌
人
を
中
心
に、
「
三
十
六
人
様」
「
俊
成
三
十
六
人
歌
合
j
と
共
通
す
る
歌
人
二
十
四
人、
共
通
し
な
い
十
二
人
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
ら
れ、
特
に
後
者
を
風
視
す
る
立
場
か
ら、
後
烏
羽
院
が
「
三
十
六
人
揺」
の
批
判
的
継
承
を
意
図
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
お
ら
れ
る。
寺
島
氏
は
ま
た、
百
人
の
歌
人
全
五
十
組
の
配
骰
に
消
目
さ
れ、
本
作
品
が
柿
本
人
麿
ー＋＾
納
言
経
信
（一
組
目）
か
ら
蝉
丸
ー
能
因
法
師
（
二
十
五
組
目）
に
至
る
前
半
部、
浙
慎
公
ー出示
徳
院
（
二
十
六
組
目）
か
ら
和
泉
式
部ー士呂
内
卿
（
五
十
組
目）
に
至
る
後
半
部
と、
形
の
上
で
明
ら
か
に
上
下
に
分
か
れ、
「
歌
人
配
列
の
方
法
の
中
に
実
質
的
な
二
部
構
成
仕
立
て
と
読
ま
る
ぺ
き
配
應
が
ほ
の
見
え」
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る。
本
作
品
に
お
け
る
歌
人
の
配
罹
に
つ
い
て
は
菊
地
仁
氏
も
注
目
さ
れ、「
後
烏
羽
院
御
霊
託
記」
に
見
え
る
三
巻
絹
成
の「
時
代
不
同
歌
合
絵」
の
記
述
を
も
と
に、
作
品
の
三
分
割
把
握
の
可
能
性
を
探
t
lo)
 
っ
て
お
ら
れ
る。
「
時
代
不
同
歌
合」
の
左
方
歌
人
の
選
定
に
つ
い
て
は、
従
来
「
俊
成
三
十
六
人
歌
合
j
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た。
「
俊
成
三
十
六
人
歌
合」
は、
公
任
の
「
三
十
六
人
撰
j
を
藤
原
俊
成
が
改
撰
し
た
と
さ
れ
る
書
物
で、
「
三
十
六
人
撰」
の
撰
入
歌
人
及
び
歌
人
の
配
列
瀬
序
は
変
え
な
い
も
の
の、
代
表
歌
を
三
首
ず
つ
に
揃
え、
和
歌
を
六
割
程
度
C
11〉
差
し
替
え
て
い
る。
樋
口
芳
麻
呂
氏
が
論
じ
ら
れ
た
よ
う
に、
「
時
代
不
同
歌
合
j
の
左
方
歌
人
五
十
人
中
に
は、
「
俊
成
三
十
六
入
歌
合
j
の
歌
人
が
-2-
二
十
四
人
含
ま
れ
て
い
る。
す
な
わ
ち、
人
麻
呂・
貫
之・
拐
恒・
伊
勢・
家
持・
赤
人・
菜
平・
退
昭・
素
性・
友
則・
小
町・
兼
輔・
敦
忠・
忠
本・
斎
宮
女
御・
敏
行・
頂
之・
信
明・
顧・
元
轄・
是
則・
能
宜・
兼
盛・
中
務
の
二
十
四
人
で
あ
る。
こ
の
う
ち
敏
行・
中
務
の
二
人
の
第
三
首
が
両
世
で
そ
れ
ぞ
れ
相
違
し
て
い
る
の
と、
家
持
の
第
ニ
・
三
首
が
両
也
で
配
列
順
序
を
異
に
し
て
い
る
の
を
除
け
ば、
他
の
二
十一
人
は
所
戟
歌
の
み
な
ら
ず
歌
の
配
列
順
序
ま
で
全
く一
致
し
て
い
る。
両
街
の
一
致
歌
は
七
十
首
に
も
及
び、
「
俊
成
三
十
六
人
歌
合」
の
所
戟
歌
の
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
弱
に
当
た
っ
て
い
る。
両
班
が
密
接
な
関
連
を
有
す
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
が、
こ
の
現
象
に
つ
き
樋
口
氏
は、
後
烏
羽
院
が
敬
愛
す
る
俊
成
の
撰
歌
を
全
面
的
に
信
頻・
是
認
し、
E
時
代
不
同
歌
合」
に
大
幅
に
取
り
込
ん
だ
こ
と
を
物
語
る、
と
解
釈
さ
れ、
以
後
そ
の
見
解
が
寺
島
恒
世
氏・
菊
池
仁
氏
に
も
受
け
継
が
れ
て、
「
俊
成
三
十
六
人
歌
合」
が
「
時
代
不
同
歌
合
j
の
撰
歌
資
料
で
あ
り
歌
人
の
選
定
や
作
品
の
梢
想
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
と
す
る
論
が
栢
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た。
こ
れ
に
対
し
て
田
仲
洋
己
氏
は、
E
俊
成
三
十
六
人
歌
合
j
を
藤
原
俊
成
の
真
作
と
見
倣
す
通
説
に
疑
念
を
呈
し、
「
む
し
ろ
H
時
代
不
同
歌
合
j
こ
そ
本
街
に
先
行
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
っ
て、
現
存
す
る
「
俊
成
三
十
六
人
歌
合
j
は
「
時
代
不
同
歌
合」
の
選
歌
を
参
照、
利
用
し
つ
つ
後
人
の
手
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ、
俊
成
の
名
に
寄
せ
て
伝
え
ら
れ
た
密
物
で
あ
る
と
位
置
付
け
る
方
が`
穏
当
な
推
論
で
は
な
い
か
と
思
餅
さ
れ
る」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る。
そ
の
具
体
的
な
論
証
過
程
に
つ
い
て
は
実
際
に
同
氏
の
論
に
拠
ら
れ
た
い
が、
各
論
点
は
説
得
力
に
宮
み、
「
俊
成
三
十
六
人
歌
合
j
の
成
立
を、
ま
ず、
反
公
任
的
和
歌
観
を
明
確
に
標
榜
す
る
選
歌
方
針
の
下
に、
阻
岐
の
後
鳥
羽
院
に
よ
っ
て
「
時
代
不
同
歌
合
j
が
絹
ま
れ、
そ
の
後
何
者
か
が
「
時
代
不
同
歌
合」
の
選
歌
を
利
用
し
つ
つ、
「
公
任
三
十
六
人
撰」
で
は
不
均
衡
で
あ
っ
た
各
歌
人
の
代
表
歌
数
を
均
等
に
揃
え
た
形
の
三
十
六
人
撰
の
改
訂
版
を
作
り
出
す
こ
と
を
企
て
た
の
で
あ
ろ
う。
三
十
六
歌
仙
の
中
で
「
時
代
不
同
歌
合」
作
者
に
選
ば
れ
た
二
十
四
名
の
歌
人
の
代
表
歌
に
つ
い
て
は、
藤
原
敏
行
と
中
務
の
各一
首
を
除
い
て
ほ
ぼ
全
面
的
に
「
時
代
不
同
歌
合」
の
そ
れ
を
踏
嬰
し、
他
方
「
時
代
不
同
歌
合」
非
作
者
の
残
り
十
二
名
に
つ
い
て
は、
「
公
任
三
十
六
人
撰」
の
選
歌
を
参
観
し
つ
つ、
こ
れ
に
適
宜
差
し
替
え
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
代
表
歌
三
首
を
定
め
て
行
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る。
と
す
る
結
論
は、
従
来
こ
の
作
品
に
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
不審
を
か
な
り
の
程
度
解
消
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る。
ま
た、
田
仲
氏
が
論
の
最
後
に
「
飽
く
ま
で
も―
つ
の
可
能
性
の
提
示
に
過
ぎ
な
い」
と
断
り
つ
つ、
「
時
代
不
同
歌
合
j
の
成
立
半
情
に
ま
で
説
き
及
ん
で
お
ら
れ
る
の
は、
今
後
注
目
す
ぺ
き
仮
説
で
あ
る。
そ
れ
に
よ
れ
ば、
「
時
代
不
同
歌
合」
の
前
段
階
と
し
て、
隠
岐
の
後
鳥
羽
院
は
九
条
基
家
の
「
新
撰
歌
仙
J
(
藤
原
消
軸
以
降
の
近
現
代
歌
人
三
十
六
人
の
秀
歌
各
三
首
を
選
ぴ
収
め
た
秀
歌
撰）
を
献
じ
ら
れ
刺
激
を
受
け
て、
そ
の
改
訂
版
と
も
い
う
べ
き「
遠
所
三
十
六
人
撰
歌」（
散
逸）
を
編
ん
だ。
院
は
そ
の
一
方
で、
『
新
撰
歌
仙」
が
範
を
仰
ぎ
同
種
の
秀
歌
-3-
撰
の
い
わ
ば
原
摂
に
相
当
す
る
「
公
任＝二
十
六
人
撰」
の
選
歌
に
つ
い
て
も、
各
歌
人
の
代表
歌
数
を
三
首
に
揃
え、
必
要
に
応
じ
て
自
ら
の
和
歌
観
に
よ
り
適
っ
た
歌
に
差
し
替
え
る
作
業
を
試
み
る
機
会
が
あ
っ
た。
そ
し
て、
こ
の
新
旧
各
々
の
時
代
を
対
象
と
す
る
二
篇
の
三
十
六
人
撰
を
包
含
す
る
の
み
な
ら
ず、
そ
の
中
間
に
位
慨
す
る
乎
安
中
後
期
の
歌
人
を
も
人
選
に
入
れ
つ
つ、
王
朝
和
歌
史
を
総
覧
す
る
意
図
の
下
に
百
と
い
う
総
数
を
定
め
て
作
者
を
選
ぴ
直
し
た
の
が、
現
存
す
る
「
時
代
不
同
歌
合」
の
百
名
の
歌
人
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る。
そ
の
上
で
田
仲
氏
は、
「
現
存
の
「
俊
成
三
十
六
人
歌
合
l
I
o
八
首
本
こ
そ
後
烏
羽
院
改
訂
の
「
三
十
六
人
撰
j
そ
の
も
の
で
あ
る
か、
も
し
く
は
そ
れ
を
母
体
と
し
て
後
人
が
さ
ら
に
そ
れ
に
手
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
想
像
す
る
こ
と
も、
強
ち
不
可
能
で
は
な
い
で
あ
ろ
う」
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る。
勿
論、
同
氏
も
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に、
限
ら
れ
た
現
存
の
資
料
に
基
づ
く
推
論
に
は、
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
判
断
を
保
留
せ
ざ
る
を
得
な
い
部
分
も
あ
る
も
の
の、
「
俊
成
三
十
六
人
歌
合」
と
「
時
代
不
同
歌
合」
と
の
関
係
を
説
明、
整
理
す
る
試
案
と
し
て
は、
現
在
の
所
汲
も
説
得
力
の
あ
る
論
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る。
本
稿
で
は
以
下、
こ
の
よ
う
な
研
究
の
現
段
階
を
踏
ま
え
な
が
ら、
改
め
て
『
時
代
不
同
歌
合」
の
歌
人
の
人
選
と
い
う
問
題
を
取
り
上
げ
て
調
査
と
分
析
を
行
い、
本
作
品
の
楷
想
に
つ
き
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い。
固
よ
り、
菊
地
仁
氏
が
い
わ
れ
る
よ
う
な
「
作
品
を
排
除
し
歌
人
だ
け
で
構
成
を
論
じ
る
こ
と
の
基
本
的
な
危
険
性」
は
狐
々
承
知
し
て
い
る
が、
採
歌
某
準
と
し
て
時
に
和
歌
よ
り
人
物
の
力
が
優
先
さ
れ
た
と
も
見
ら
れ
る
「
時
代
不
同
歌
合」
に
お
い
て
は、
こ
う
し
た
分
析
が
逆
説
的
に
其
実
に
近
づ
く
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。
考
察
の
手
続
き
と
し
て
は、
ま
ず、
歌
人
百
人
の
和
歌
史
的
評
価
を
調
査
し、
八
代
集
入
染
歌
数
と
他
秀
歌
撰
類
へ
の
採
択
状
況
と
の
比
較
を
通
し
て、
後
鳥
羽
院
の
歌
人
採
択
の
あ
り
方
を
客
観
的
に
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
し
た
い。
次
に、
そ
の
観
点
か
ら、
『
時
代
不
同
歌
合
j
に
選
入
さ
れ
た
歌
人
の
そ
れ
ぞ
れ
が、
は
た
し
て
ど
の
程
度
の
妥
当
性
を
持
つ
の
か
を
考
え、
ま
た
後
烏
羽
院
の
選
に
漏
れ
た
歌
人
に
は
ど
の
よ
う
な
者
が
い
た
の
か
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る。
二
「
時
代
不
同
歌
合」
の
歌
人
の
選
定
に
ど
の
よ
う
な
意
織
が
働
い
て
い
る
の
か
を
探
る
前
に、
ま
ず
撰
入
歌
人
百
人
の
八
代
集
入
集
歌
数
や
他
秀
歌
撰
類
へ
の
採
択
状
況
を
次
の
表
に
よ
り
確
認
し
て
お
く。
（
な
お、
本
稿
に
お
い
て
「
時
代
不
同
歌
合
j
の
本
文
は
宮
内
庁
附
陵
部
蔵
本
（
函
架
番
号
五
0
l
•
六
0
八）
に
拠
っ
た。
こ
れ
は
樋
口
芳
麻
呂
氏
校
訂
「
王
朝
秀
歌
選
j
（
岩
波
書
店、
昭
和
五
八
年
三
月）
の
底
本
に
採
用
さ
れ
た
近
世
期
の
も
の
と
見
ら
れ
る
写
本
で、
樋
口
氏
の
諸
本
分
類
に
よ
れ
ば、
『
時
代
不
同
歌
合」
の
前
稿
本
の一
本
で
あ
る。
作
品
の
精
選
と
い
う
観
点
か
ら
は
後
稲
本
を
重
視
す
ぺ
き
で
あ
ろ
う
が、
本
稲
で
は
作
品
成
立
当
初
の
歌
人
と
和
歌
の
選
択・
配
列
の
あ
り
方
に
よ
り
後
烏
羽
院
の
意
図
を
探
る
目
的
か
ら、
同
本
に
拠
る
こ
と
と
し
た。）
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「
時
代
不
同
歌
合
j
撰
入
歌
人
八
代
集
入
集
歌
数
等
一
覧
表
1
左
方
歌
人
-5-
-6-
2
右
方
歌
人
-7-

「
時
代
不
同
歌
合」
撰
入
歌
人
八
代
集
入
集
歌
数
等一
覧
表
の
注
寛
弘
四
年
(1
0
0
七）
ー
同
六
年
成
立
寛
弘
四
年
(1
0
0
七〉
1
同
六
年成
立
寛
弘
六
年
(1
0
0
九）
以
後
成
立
寛
弘
四
年
(1
0
0
七）
頃
成
立
寃
弘
五
年
(1
0
0
八）
頃
成
立
寛
弘
六
年
(1
0
0
九〉
以
後
成
立
長
久
二
年
(1
0
四一
）
以
前
成
立
永
承
年
間
(1
0
四
六
ー
五
i
-）
成
立
長
寛一
二
年
（一
ー
六
五）
以
前
成
立
平
安
末
期
ー
鎌
倉
初
期
成
立
治
承
三
年
(-
―
七
九）
頃
成
立
初
撰
本
建
久
八
年
(
-
l
九
七）
・
再
撰
本
建
仁
元
年
（ー
ニ
01
)
成
立
建
久
六
年
（―
-
九
五）
以
前
成
立
※
樋
口
氏
説
承安
二
年
（一
ー
七
二）
成
立
貞
応
元
年
（ー
ニ
ニ
ニ）
i
元
仁
元
年
（ー
ニ
ニ
四）
成
立
精
選
本
建
保一
11
年
（
ニ
ニ
五）
！
同
四
年
成
立。
初
撰
本
は
そ
れ
以
前。
1
「
時
代
不
同
歌
合」
で
は、
実
際
は
左
方
歌
人
と
右
方
歌
人
と
は
交
互
に
並
ん
で
い
る
が、
表
を
作
成
す
る
に
当
た
り、
便
宜
上
両
者
を
別
に
分
け、
そ
れ
ぞ
れ
配
列
顛
に
歌
人
番
号
（
左
方
歌
人一
1
五
0、
右
方
歌
人
五一
i
l
o
o)
を
付
し
た。
2
八
代
集
入
集
歌
数
は
久
保
田
淳
氏
監
修
「
八
代
集
総
索
引
j
(
新
日
本
古
典
文
学
大
系
別
巻、
岩
波
田
店、
平
成
七
年一
月）
を
参
照
し
た。
金
菜
集
の
歌
数
は
二
度
本
に
よ
る。
3
先
行
秀
歌
撰
等
の
略
号
は
次
の
通
り
で
あ
る。
各
作
品
の
本
文
は
概
ね
「
新
編
国
歌
大
観j
を
参
照
し
た
が、
「
新
撲
歌
仙
j
「
別
本
八
代
集
秀
逸」
は
樋
口
芳
麻
呂
氏
「
平
安・
鎌
倉
時
代
秀
歌
撰
の
研
究
J
（
ひ
た
＜
密
房、
昭
和
五
八
年
二
月）
に
拠
っ
た。
各
作
品
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
明
確
で
な
い
も
の
も
多
く
諸
説
あ
る
が、
今
は
概
ね
犬
整
廉
氏
他
編
「和
歌
大
辞
典」
（
明
治
古
院、
昭
和
六一
年＿
二
月）
の
記
載
に
従
っ
た。
[
前
+】
藤
原
公
任
「
前
十
五
番
歌
合
j
霰
十】
同
「
後
十
五
番
歌
合
j
【
三
六】
同
「
三
十
六
人
撰
j
茎
玉】
同
「
金
玉
集」
百
窓】
同
「
深
窓
秘
抄」
冗
品】
同
「
和
歌
九
品」
【
朗
詠】
同
「
和
洪
朗
詠
集」
【
玄
l々
能
因
法
師
「玄
々
染」
【
後
六＿
藤
原
範
兼
『
後
六
々
撰
j
【
中
古】
揖
者
未
詳
「
中
古
六
歌
仙
j
【
治
承】
党
盛
法
師
か
「治
承
三
十
六
人
歌
合」
否
来
I
穎
原
俊
成
「古
来
風
体
抄」
【
俊
三】
同
「
俊
成
三
十
六
人
歌
合
j
霰
仙】
揺
者
未
詳
「
歌
仙
落
宙」
【
続
歌】
源
通
光
か
「絞
歌
仙
裕
書
j
【
定
八｝
藤
原
定
家
「
定
家
八
代
抄
j
-9-
【
近
原】
【
近
自】
【
大
略一
【
十
体】
【
大
体
I
穴
秀
l
【
秀
歌】
【一
首】
百
撰
l
【
別
八】
【
自
設】
同同同同同同同同
藤
原
基
家
藤
原
定
家・
同
家
臨・
後鳥
羽
院
撰
者
未
詳
「
近
代
秀
歌」
（
原
形
本）
「
近
代
秀
歌」
（
自
箪
本）
「
詠
歌
大
概
j
付
戟
「
秀
歌
之
体
大
略
」
「
定
家
十
体」
「
秀
歌
大
体
j
「
八
代
集
秀
逸
j
「
百
人
秀
歌」
「
百
人一
首」
「
新
撰
歌
仙
j
『
別
本
八
代
集
秀
逸
j
「
自
閉
歌
j
承
元
三
年
(=11
0
九）
成
立
承
久
三
年
(
-
m
-
l
)
以
後
成
立
承
久
三
年
（ー
ニ
ニー
）
以
後
成
立
承
元
元
年
(-―1
0
七）
ー
建
保
三、
四
年
（ー
ニー
五、
六）
成
立
潔
禄
二
年
(―
ニ
ニ
六）
ー
寛
喜
三
年
（ー
ニ
l―
-
i
)
頃
成
立
天
福
二
年
（ー
ニ
三
四）
成
立
文
歴
二
年
（ー
ニ
三
五）
成
立
文
暦一一
年
（ー
ニ
三
五）
ま
た
は
こ
れ
以
後
成
立
天
福
元
年
（ー
ニ
三
三）
頃
成
立
天
福
二
年
(-――
11
1
四）
頃
成
立
一
四
世
紀
初
頭
成
立
か
4
「
仰
考
」
は
「
後
烏
羽
院
御
口
伝
j
の
歌
人
評
に
そ
の
名
の
見
え
る
歌
人
に
「
評」、
そ
の
歌
人
の
和
歌
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
場
合
（
部
分
的
な
引
用
で
あ
っ
て
も）
は
「
歌
」
の
注
記
を
施
し
た。
「
後
店
羽
院
御
口
伝」
は、
「
歌
諭
歌
学
集
成
第
七
巻
J
(
三
弥
井
書
店、
平成一
八
年1
0
月）
の
山
本一
氏
校
注
の
本
文
を
参
照
し
た。
5
「
和
漢
朗
詠
集」
の
作
者
に
つ
い
て
は、
大
曽
根
章
介
氏・
掘
内
秀
晃
氏
「
和
漢
朗
詠
集」
（
新
潮
社、
昭
和
五
八
年
九
月）
巻
末
の
「
作
者一
度」
を
参
照
し
た。
「
玄
々
集」
の
作
者
に
つ
い
て
は、
川
村
晃
生
氏
「
能
因
法
師
集・
玄
々
集
と
そ
の
研
究J
(―二
弥
井
屯
店、
昭
和
五
四
年
六
月）
巻
末
の
「
玄
々
集
作
者
略
伝」
を
参
照
し
た。
『
定
家
八
代
抄』
の
作
者
に
つ
い
て
は、
樋
口
芳
麻
呂
氏・
後
藤
瓜
郎
氏
「
定
家
八
代
抄ー
院
王
朝
秀
歌
選
ー
（
下）」
（
岩
波
書
店、
平
成
八
年
七
月）
巻
末
の
「
作
者
別
索
引」
を
参
照
し
た。
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こ
の
表
か
ら
窺
わ
れ
る
の
は、
八
代
集
入
集
歌
数
が
十
五
首
以
上
の
歌
人
．
が
七
十
九
人
と、
や
は
り
勅
撰
集
に
多
く
採
ら
れ
て
お
り、
著
名
な
歌
人
で
あ
る
こ
と
が
『
時
代
不
詞
歌
合」
へ
の
採
択
の一
基
準
で
あ
っ
た
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る。
同
時
に、
他
秀
歌
撰
類
に
そ
の
名
が
見
え、
評
価
の
高
い
歌
人
で
あ
る
こ
と
も、
基
準
の―
つ
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う。
先
の
表
に
よ
っ
て、「
時
代
不
同
歌
合」
と
他
秀
歌
捩
類
と
に
共
通
す
る
歌
人
数
を
調
べ
る
と、
・
「
前
十
五
番
歌
合」
（
二
ニ
人）
「
後
十
五
番
歌
合]
(-
―
)
「
l二
十
六
人
撰」
（
二
四）
「
金
王
集」
（
二
1
-）
「
深
窓
秘
抄j
(
二
八）
「
和
歌
九
品j
（
七）
「
和
漢
朗
詠
集』
（
三
六）
「
玄
々
染」
(-
六）
「
後
六
々
撰j
（一
七）
「
中
古
六
歌
仙」
（
五）
『
治
承
三
十
六
人
歌
合」
(
I
0)
「
古
来
風
体
抄」
（
六
三）
「
俊
成
三
十
六
人
歌
合」
（
二
四）
「
歌
仙
落
世」
(-
ー
）．
『
院
歌
仙
落
密」
（
七）
「
定
家
八
代
抄」
（
九
七）
「
近
代
秀
歌」
原
形
本
（
六）・
自
箪
本
（
三
五）
「
詠
歌
大
概」
（
三
四）
「
定
家
十
体」
（
六一
）
「
秀
歌
大
体」
（一
六）
「
八
代
集
秀
逸」
（
四一
）
「
百
人
秀
歌」
（
六
七）
「
百
人一
首j
(
六
七）
「
新
撰
歌
仙」
（
二
1
)
『
別
本
八
代
集
秀
逸」
（
六
二）
「
自
證
歌j
（一
三）
と
な
り、
後
烏
羽
院
が
他
秀
歌
撰
類
の
歌
人
採
択
に
も
影
響
を
受
け
て、
「
時
代
不
同
歌
合」
を
紺
ん
で
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る。
院
は
特
に
藤
原
公
任、
藤
原
俊
成・
定
家
父
子
の
秀
歌
撰
（
歌
論
書
の
秀
歌
例）
に
強
く
影
響
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
あ
り、
彼
ら
が
そ
の
秀
歌
撰
類
に
繰
り
返
し
選
ぴ
定
評
あ
る
歌
人
は、
そ
の
多
く
が
「
時
代
不
同
歌
合j
に
も
選
ば
れ
て
い
る。
本
作
品
に
お
い
て、
歌
人
の
選
定
が
後
烏
羽
院一
人
の
手
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
は
い
っ
て
も、
秀
歌
撰
で
あ
る
か
ら
に
は、
遥
択
す
べ
き
歌
人
の
範
囲
は
和
歌
史
的
に、
ま
た
同
時
代
の
通
念
に
も
よ
っ
て、
一
定
程
度
規
制
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う。
先
の
表
で
は、
「
新
古
今
集」
入
集
歌
人
が
百
人
中
九
十
四
人
で
あ
り、
そ
う
で
な
い
者
が
わ
ず
か
六
人、
と
い
う
の
も
目
を
引
く。
こ
れ
は
元
来『
新
古
今
集」
が
『
万
菜
集」
以
来
各
時
代
の
歌
人
の
作
を
網
羅
す
る
方
針
の
下
-
13)
に
撰
せ
ら
れ
た
大
部
の
歌
集
で
あ
っ
た
か
ら
に
は、
半
ば
当
然
の
数
字
と
も
い
え
る
の
で
は
あ
る
が、
一
方
で
『時
代
不
同
歌
合
j
に
『
新
古
今
集」
を
出
典
と
す
る
歌
が一
0
四
首
と、
全
体
の
三
分
の一
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
併
せ
考
え
る
な
ら
ば、
後
烏
羽
院
の
「
新
古
今
集」，
慈
虚
の
念
を
窺
わ
せ
る
に
足
る
数
字
と
も
い
え
る。
周
知
の
如
く、
後
鳥
羽
院
は
同
集
の
下
命
者
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く、
集
を
「
み
づ
か
ら
定
め、
て
づ
か
ら
磨
け
る」
（
仮
名
序）
と、
入
集
歌
の
徹
底
的
な
精
選
に
当
た
る
な
ど
絹
纂
に
深
く
関
与
し
た
実
質
上
の
撰
者
で
あ
り、『
源
家
長
日
記」
に
よ
れ
ば
そ
の
過
程
で「
す
べ
て
二
干
首
に
お
よ
べ
る
を、
そ
こ
ら
御
翌
じ
あ
ざ
か
へ
さ
せ
給
へ
れ
ば、
み
な
此
歌
ど
も
を
御
心
の
内
に
う
か
ぺ
さ
せ
給へ
る
ぞ、
さ
も
有
が
た
き
ま
で
お
ぽ
え
さ
せ
給
へ
ふ]
と‘
選
歌
を
悉
く
諦
ん
じ
て
し
ま
っ
た
と
い
う。
ま
た
院
は
想
岐
に
お
い
て
も、『
新
古^
孟木」
の
抄
出
本（
い
わ
ゆ
る
隠
岐
本）
を
編
む
な
ど
平
素
親
泥
し
て
い
た
か
ら、
「
時
代
不
同
歌
合」
の
歌
人
枠
百
人
を
決
め
る
際
に
も、
新
古
今
入
集
歌
人
が
中
心
に
想
起
さ
れ
た、
と
い
う
の
は
藍
然
性
の
高
い
推
測
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る。
な
お、
「
時
代
不
同
歌
合」
の
左
方・
右
方
歌
人
の
区
分
は、
「
新
古
今
集」
の
配
列
構
成
が
三
{
15}
 
代
染
歌
人
と
「後
拾
返
梨」
以
降
の
歌
人
と
の
対
立
原
理
に
拠
っ
て
い
る
こ
- 11 -
と
と
関
連
す
る
と
み
ら
れ
る
が 、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
考
に
委
ね
る 。
先
の
表
を
通
覧
し
て
い
て
知
ら
れ
る
こ
と
は
ま
だ
あ
る 。
「
時
代
不
同
歌
合
j
に
撰
入
さ
れ
る
の
が
妥
当
と
み
ら
れ
る
歌
人
が
大
部
分
で
あ
る
一
方 、
必
ず
し
も
有
力
歌
人
と
い
え
な
い
者 、
あ
る
い
は
歌
人
と
呼
ぶ
こ
と
す
ら
躊
躇
さ
れ
る
者
が
お
り 、
同
時
に
著
名
な
歌
人
で
あ
り
な
が
ら
選
に
漏
れ
た
者
が
い
る
こ
と
で
あ
る 。
前
者
に
つ
い
て
い
え
ば 、
八
代
集
入
集
歌
数
が
十
首
に
も
滴
た
な
い
者
と
し
て 、
小
野
筵
（
八
首）
・
在
原
行
平
（
九
首）
・
元
良
親
王
（
八
首）
・
源
等
（
四
首）
．
蝉
丸
（
三
首）
・
右
近
（
八
首）
・
源
信
明
（
八
首）・
高
内
侍
（
五
首）•
藤
原
重
家
（
七
首）•
一
宮
紀
伊
（
八
首）．
g
3
 
小
式
部
内
侍
（
三
首）
•
藤
原
公
衡
（
九
首）
・
源
師
時
（
九
首）
の
十
三
人
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る 。
勅
撰
集
入
集
歌
数
の
多
寡
が 、
必
ず
し
も
歌
人
と
し
て
の
優
劣
に
直
結
す
る
の
で
は
な
い
に
せ
よ 、
右
の
中
に
は
高
内
侍（
高
階
貨
子）
の
ご
と
き 、
決
し
て
歌
人
と
は
い
え
な
い
者
も
含
ま
れ
て
お
り 、
源
等
・
蝉
丸
・
小
式
部
内
侍
の
ご
と
き 、
「
時
代
不
同
歌
合」
へ
の
採
択
条
件
（
八
代
集
入
集
三
首
以
上）
を
辛
う
じ
て
満
た
す
に
過
ぎ
な
い
者
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る 。
後
者
に
つ
い
て
い
え
ば 、
「
時
代
不
同
歌
合」
は
八
代
集
に
十
五
首
以
上
入
集
し
た
歌
人
の
中
三
十
八
人
を
選
ん
で
い
な
い
。
彼
ら
を
以
下 、
入
集
歌
数
の
多
い
順
に
掲
げ
て
み
る
（
数
字
は
八
代
集
入
集
歌
数 。
括
弧
内
は
初
出
の
勅
撰
集 。
他
歌
仙
秀
歌
撰
へ
の
採
択
状
況
を
付
戟
す
る） 。
藤
原
公
任
五
五
（
拾
遺
集）
後
十
五
番
歌
合
・
玄
々
集
・
後
六
々
撰
小
弁
（
後
拾
遺
集）
生
忠
見
二
0
（
後
撰
集）
前
十
五
番
歌
合
・
三
十
六
人
撰
・
俊
成一
二
十
六
人
歌
合
・
百
人
秀
歌
・
百
人
一
首
同
（
後
拾
遺
集）
壬 大
弐
三
位
同
百
人
秀
歌
・
百
人
一
首
秀
歌
・
百
人
一
首
藤
原
定
頼
玄
々
集
・
後
六
々
撰
・
百
人
後
六
々
撰
皇
后
宮
肥
後
（
金
葉
集）
（
後
拾
逍
集）
人
歌
合
・
百
人
秀
歌
・
百
人
一
首
道
因
法
師
ニ
四
（
千
戟
集）
落
書
・
百
人
秀
歌
・
百
人
一
首
大
江
嘉
言
（
拾
遣
集）
後
十
五
番
歌
合
＇
玄
々
集
2
 
ー
治
承
三
十
六
人
歌
合
・
歌
仙
l
藤
原
興
風
同
（
古
今
集）
一
十
六
人
撰
・
俊
成
三
十
六
菅
原
道
其
二
六
（
古
今
集）
百
人
秀
歌
・
百
人
一
首
藤
原
頼
宗
（
後
撰
集）
同
（
後
拾
逍
集）
玄
々
染
ニ
八
（
後
拾
逍
集）
同
（
後
拾
遺
集）
藤
原
輔
相
伊
勢
大
輔
後
六
々
撰
・
百
人
秀
歌
・
百
人
一
首
俊
成
卿
女
村
上
天
皇
二
九 五 七
藤
原
公
実
道
命
法
師
八
（
新
古
今
集）
続
歌
仙
落
書
（
拾
遣
集）
（
後
拾
逍
集）
後
十
五
番
歌
合
・
玄
々
集
玄
々
集
·
後
六
々
撰
藤
原
顕
綱
源
顕
仲
一
五
藤
原
道
長
藤
原
元
真
撰・
俊
成
三
十
六
人
歌
合
増
基
法
師
同
（
後
拾
退
集）
（
後
拾
逍
集）
（
金
葉
集）
同
（
金
薬
集）
（
詞
花
集）
（
新
古
今
集）
藤
原
時
平
（
古
今
集）
藤
原
浙
正
同
（
後
撰
集）
撰・
俊
成
三
十
六
人
歌
合
同
（
後
撰
集）
（
拾
遣
集）
（
後
拾
逍
集）
玄
々
集・
後
六
々
撰
同
前
十
五
番
歌
合・
三
十
六
人
同
玄
々
集
藤
原
師
輔
前
十
五
番
歌
合・
三
十
六
人
一
六
藤
原
季
通
源
通
具
同
続
歌
仙
落
愈
同
後
六
々
撰
藤
原
長
実
同
藤
原
忠
房
大
中
臣
輔
親
同
後
十
五
番
歌
合・
玄
々
集・
同
大
輔
一
七
（
古
今集）
（
古
今
集）
（
拾
遣
集）
落
審
永
縁
源
頼
政
同
治
承
三
十
六
人
歌
合・
歌
仙
同
周
防
内
侍
一
八
（
後
拾
遺
集）
（
後
拾
遺
染）
（
金
葉
集）
（
詞
花
集）
百
人
秀
歌・
百
人一
首
康
資
王
母
同
（
金
葉
集）
（
金
葉
染）
同
（
千
戟
集）
治
承
三
十
六
人
歌
合
右
の
歌
人
の
中
で
は、
公
任
の
「
三
十
六
人
撰
j
に
採
ら
れ
た
藤
原
興
風・
壬
生
忠
見•
藤
原
消
正·
同
元
其、
定
家
の
「
百
人
秀
歌」
「
百
人一
首
j
に
採
ら
れ
た
藤
原
公
任・
伊
勢
大
輔・
菅
原
道
真•
藤
原
興
風・
道
因
法
師•
藤
原
定
頼・
大
弐
三
位・
壬
生
忠
見・
周
防
内
侍
を、
後
烏
羽
院
が「
時
代
不
同
歌
合
j
に
選
ん
で
い
な
い
こ
と
が
や
は
り
疑
問
で
あ
る。
と
り
わ
け、
領
阿
の
「
井
蛙
抄」
に、
彼
歌
合
（
桜
者
注、
時
代
不
同
歌
合）
―-
公
任
卿
不レ
入。
秀
逸一二
首
な
き
ゆ
へ
と
云
。々
長
徳
寛
弘
比
よ
り
空
の
月
日
を
あ
ふ
ぐ
ご
と
く
に
こ
そ
侍
け
る
に、
さ
す
が
御
歌
合
に
か、
る
程
の
秀
歌
三
首
も
な
ど
か
c"
-
な
か
ら
ん。
後
代
不
帝
也。
と
開
ら
れ
て
い
る
よ
う
に、
一
条
朝
を
代
表
す
る
歌
人
で
あ
り、
和
歌
に
関
す
る
箸
作
も
多
く
当
時
の
歌
境
に
重
き
を
な
し
た
藤
原
公
任
の
不
在
は
妥
当
を
欠
く
人
選
で
あ
る
と
い
え
る。
こ
の
他、
「
梁
座
秘
抄
j
に
「
和
歌
に
す
ぐ
れ
て
め
で
た
き
は」
と
し
て
そ
の
名
を
挙
げ
ら
れ
「
玄
々
集
j
に
も
採
ら
れ
た
道
命
法
師、
新
古
今
時
代
を
代
表
す
る
女
流
歌
人
の
俊
成
卿
女、
「
後
撰
集」
の
下
命
者
で
あ
り
そ
の
治
世
が
後
世
塑
代
と
仰
が
れ
た
村
上
天
皇、
新
古
今
撰
者
の一
人
源
通
具
な
ど
も、
撰
入
さ
れ
て
よ
さ
そ
う
で
は
あ
る
が、
歌
人
枠
の
制
約
が
あ
っ
た
か
ら
か
加
え
ら
れ
て
い
な
い。
た
だ、
実
は
こ
の
よ
う
な
不
審
は
他
の
秀
歌
撰
の
場
合
に
も
あ
る。
公
任
顕
昭
源
雅
光
同
輔
仁
親
王
同
- 13 -
の
「
三
十
六
人
撰」
に
対
し
て
は、
藤
原
消
輔
の
「
袋
草
紙
j
上
巻
「
雑
談」
中
に、
「
件
撰
有二
不
審ー。
所
開、
深
茨
父
元
方
千
里
定
文
等、
不レ
入レ
之。
嗜
此
人
、々
盤
劣二
頼
基
仲
文
元
其
等
之
類
t
乎
」
と、
公
任
の
人
選
に
疑
問
が
唱
え
ら
れ
て
い
る。
後
鳥
羽
院
は、
「
袋
草
紙
j
の
こ
の
件
り
を
読
ん
で
い
た
の
か、「
時
代
不
同
歌
合」
に
消
原
深
養
父・
在
原
元
方・
大
江
千
里・
平
定
文
は
採
ら
れ、
大
中
臣
頼
基•
藤
原
仲
文・
同
元
真
は
採
ら
れ
ず、
こ
の
疑
問
を
解
消
し
た
形
に
な
っ
て
い
る。
定
家
の
「
百
人一
首」
に
し
て
も、
古
来
歌
人
の
選
定
の
当
否
が
し
ば
し
ば
問
題
と
さ
れ、
応
永
十
三
年
奥
粧
本
否
人一
首
抄」
（
応
永
抄）
の
序
文
に
は、
抑
此
百
首
の
人
数
の
う
ち、
世
に
い
か
め
し
く
思
ふ
も
の
ぞ
か
れ、
又
さ
せ
る
作
者
と
も
見
え
ぬ
も
い
り
侍
る、
ふ
し
ん
の
事
に
や。
た
だ
し
定
家
卿
の
心、
世
の
人
思
ふ
に
か
は
れ
る
な
る
べ
し。
古
今
の
歌
よ
み
か
ず
を
知
ら
ず
侍
れ
ば、
世
に
き
こ
え
た
る
人
も
も
る
べ
き
事
う
た
が
ひ
な
し。
そ
れ
は
世
の
人
の
心
に
ゆ
づ
り
て
さ
し
を
か
れ
侍
れ
ば、
し
ゐ
て
お
と
す
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
し。
さ
て
世
に
そ
れ
と
も
思
は
ぬ
を
入
ら
る
る
も、
そ
の
人
の
名
誉
あ
ら
は
る
る
間、
尤
あ
り
が
た
き
事
と
ぞ
申
ぺ
か
ら
因
と
あ
る。
採
る
べ
き
歌
人
は
多
く
い
て
も、
歌
人
枠
に
制
限
が
あ
る
以
上、
こ
の
よ
う
な
不
審
を
伴
う
の
が
秀
歌
撰
の
常
な
の
か
も
し
れ
な
い。
な
お、
「
時
代
不
同
歌
合」
の
よ
う
な
机
上
の
歌
合
で
な
く、
実
際
の
歌
合
で
も
著
名
歌
人
が
人
選
に
漏
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
は、
『袋
草
紙
j
に、
「
承
暦
歌
合
時、
俊
頼
歴
A苺
俊
国
基
輔
弘
周
防
内
侍
伯
母
等、
不レ
入レ
之。
又
通
宗
ハ
依レ
為ー一
歌
仙一
此
度
鯰ー
昇
殿ー
不レ
入レ
之。
後
番
綬ー
首
入レ
之
云
」々
（
上
巻・
雑
談）
等
と
見
え、
勅
撰
集
の
場
合
で
さ
え
も
同
様
の
例
が
あ
る
こ
と
は、
「
古
今
集
之
時、
有
云ハム
忠井
祭
主
頼
基
不レ
入レ
之。
雖レ
然
末
代
被レ
知レ
名
コ
ト、
倍―
於
入
輩ー。
穎
基
ハ
後
撰
二
又
不レ
入レ
之。
緞
拾
遺
抄
二
首
也。
少
不
堪
欺。
（
中
略）
後
拾
逍
ノ
時、
有ー
俊
頼
基
俊
1、
不レ
入レ
之」
（
同〉
云
々
と
見
え
て
い
る。
歌
合
や
勅
撰
集
の
人
選
は、
必
ず
し
も
歌
人
的
力
抵
の
有
無
に
よ
ら
ず、
現
実
的
な
諸
条
件
に
左
右
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う。
こ
こ
で、
「
時
代
不
同
歌
合』
は
時
代
を
異
に
す
る
百
人
の
歌
仙
を一
堂
に
会
さ
せ
る
と
い
う
仮
構
の
下
に
成
っ
た
創
作
歌
合
で
あ
る
か
ら、
後
烏
羽
院
は一
方
で
は、
現
実
的
な
条
件
を
捨
象
し
て、
思
う
さ
ま
自
己
の
好
尚
に
叶
っ
た
歌
人・
秀
歌
を
選
び、
番
え
た
い
と
い
う
意
思
が
あ
っ
た
に
述
い
な
い。
寺
島
恒
世
氏
も、
哲
う
ま
で
も
な
く、
歌
人
選
出
と
和
歌
結
番
の
作
菜一
切
は
揖
者
の
掌
中
に
あ
っ
た。
右
方
に
属
す
る
歌
人
配
列
に
全
く
規
制
を
設
け
な
い
こ
と
を
撰
者
の
裁
砒
発
揮
の
前
提
と
し
て、
自
ら
の
思
い
ど
お
り
に
選
び
出
し
た
秀
歌
人
た
ち
を
並
べ
て
い
く
行
為
は、
再
現
が
望
み
得
な
い
首
わ
ば
幻
想
の
〈
場〉
を
主
宰
す
る
者
の
位
阻
に
立
つ
こ
と
を
意
味
し
て
63-
い
る。
と
述
べ
て
お
ら
れ
る。
し
か
し
な
が
ら、
前
掲
の
表
に
見
た
如
く、
後
烏
羽
院
は
又一
方
で
公
任・
俊
成・
定
家
等
の
秀
歌
撰
や
歌
鯰
書
に
も
強
い
影
響
を
受
け
て
お
り、
和
歌
史
的
に
ま
た
同
時
代
の
通
念
に
も
よ
っ
て
選
択
す
べ
- 14 -
き
歌
人
の
範
囲
を
一
定
程
度
束
縛
さ
れ
て
い
た
と
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て、
歌
人
の
選
定
に
お
け
る
後
烏
弱
院
の
自
出
意
思
を
強
調
し
す
ぎ
る
こ
と
に
は
危
険
が
伴
う。
固
よ
り、
「
時
代
不
同
歌
合
j
が
純
枠
に
芸
術
的
な
観
点
か
ら
優
れ
た
歌
人
と
そ
の
秀
歌
を
厳
選
し
た
王
朝
和
歌
の
精
髄
と
見
倣
す
の
は
無
理
が
あ
る
の
で
あ
っ
て、
実
際
に
は、
歌
人
の
選
出
に
し
て
も
後
烏
羽
院
の
好
尚
や
心
の
閣
背
が
影
響
を
与
え
て
お
り、
院
の
盟
か
れ
て
い
た
立
場
や
院
を
囲
続
し
て
い
た
具
体
的
な
人
間
関
係
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
理
解
で
き
る
こ
と
も
多
い。
院
に
よ
る
歌
人
の
選
定
に
偏
頗
が
見
ら
れ
る
か
ら
と
い
っ
て、
そ
れ
が
必
ず
し
も
作
品
の
質
の
低
下
を
招
い
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
し、
む
し
ろ
そ
う
し
た
所
に
こ
そ、
『
時
代
不
同
歌
合」
の
成
立
を
解
く
鍵
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る。
三
こ
う
し
て
本
稿
で
は、
「
時
代
不
同
歌
合
」
の
歌
人
選
定
の
問
題
に
つ
き、
八
代
集
入
集
歌
数
と
他
秀
歌
揖
類
へ
の
採
択
状
況
を
も
と
に、
そ
の
基
礎
的
な
考
察
を
試
み
た。
そ
の
結
果
を
見
れ
ば、
「
時
代
不
同
歌
合
j
へ
の
選
入
歌
人
の
大
部
分
は
勅
撰
集
に
多
く
採
ら
れ
他
秀
歌
撰
類
に
も
多
く
そ
の
名
が
見
え
て
お
り、
和
歌
史
的
に、
ま
た
同
時
代
の
評
価
が
高
い
歌
人
で
あ
る
こ
と
が、
後
烏
羽
院
に
よ
る
採
択
の
主
要
な
基
準
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る。
一
方
で、
『
時
代
不
同
歌
合
j
に
歌
人
と
し
て
必
ず
し
も
著
名
と
は
い
え
な
い
な
が
ら
選
入
さ
れ
て
い
る
者
が
少
な
か
ら
ず
い
る
こ
と
や、
藤
原
公
任
の
よ
う
に
有
力
な
歌
人
で
あ
り
な
が
ら
洩
れ
て
い
る
者
の
存
在
に
つ
い
て
も
言
今
回
は
基
礎
的
な
考
察
に
終
始
し、
「
時
代
不
同
歌
合」
の
歌
人
選
定
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
た
に
と
ど
ま
り、
問
題
点
の
指
摘
の
み
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
多
い。
論
じ
残
し
た
問
題
と
し
て
は、
『
時
代
不
同
歌
合」
の
歌
人
が
左
方・
右
方
に
区
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
検
討
や、
後
烏
羽
院
の
和
歌
史
観、
後
烏
羽
院
を
取
り
巻
く
人
間
関
係
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い。
ま
た、
八
代
集
入
集
歌
数
が
僅
少
で
あ
っ
た
り、
和
歌
史
的
評
価
が
必
ず
し
も
高
く
な
い
歌
人
に
つ
い
て
は、
彼
ら
が
な
ぜ
選
ば
れ
た
の
か
を、
「
時
代
不
同
歌
合」
の
作
品
の
構
想
と
絡
め
深
く
突
き
詰
め
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
が、
す
べ
て
＾込茶ツ
課
題
で
あ
る。
既
に
紙
数
が
尽
き
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り、
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は、
ま
た
別
稿
を
用
意
し
て
改
め
て
綸
じ
る
こ
と
と
し
た
い。
注(
1)
た
だ
し、
花
山
天
呈
は
「
後
拾
遺
集」
初
出
歌
人
で
あ
る
が、
お
そ
ら
く
「
拾
遺
集』
成
立
の
中
心
人
物
で
あ
り、
そ
の
時
代
を
代
表
す
る
歌
人
と
し
て、
左
方
歌
人
に
加
え
ら
れ
て
い
る。
(
2)
寺
烏
恒
世
氏
「「
時
代
不
同
歌
合」
の
一
性
格
ー
秀
歌
選
と
し
て
の
在
り
方
か
ら
ー」
（「
山
形
大
学
紀
要
（
人
文
科
学）」
第一
ー
巻
第一
号、
昭
和
六
1
年一
月）。
(
3)
田
仲
洋
己
氏
「
中
世
前
期
の
歌
杏
と
歌
人
J
（
和
泉
柑
院、
平
成
二
0
年
ー
ニ
月）
第
二
部
が
七
章
「「
俊
成一
二
十
六
人
歌
合」
に
つ
い
て」。
初
出
は
平
成一
一
年。
以
下、
同
氏
の
詮
は
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る
。
及
し
た。
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(
4)
樋
口
芳
麻
呂
氏「
王
朝
の
歌
人
た
ち
—
単
位
百
人
の
秀
歌
撰
を
中
心
に
ー」
（＿
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
j
第
二
0
号、
平
成
九
年
三
月）。
(
5)
歌
人
百
人
を
単
位
と
す
る
秀
歌
撰
の
喘
矢
に
「
時
代
不
同
歌
合」
を
当
て
る
考
え
は、
藤
原
定
家
撰
「
百
人一
首」
（「
百
人
秀
歌」）
と
の
先
後
関
係
と
も
関
わ
り、
容
易
に
は
定
め
難
く
後
考
に
委
ね
た
い。
た
だ
し、
夙
＜
樋
口
芳
麻
呂
氏
は
（
注
6)
の
論
考
で、
『
時
代
不
同
歌
合」
の
成
立
が
「
百
人一
首」
の
撰
に
先
行
し、
当
代
歌
人
に
狭
く
限
定
せ
ず
八
代
集
の
歌
人
を
広
く
収
め
る
た
め
に
百
人
の
歌
人
枠
を
必
要
と
し
た
必
然
性
も、
f
時
代
不
同
歌
合」
に
こ
そ
あ
っ
た
と
説
か
れ
て
い
る。
そ
の
後
も
同
氏
「
後
烏
羽
院
j
（
王
朝
の
歌
人一
〇`
集
英
社、
昭
和
六
0
年一
月）、
目
崎
徳
衛
氏
「
史
伝
後
烏
羽
院
J
(
吉
川
弘
文
館、
平
成一
三
年―
一
月）、
井
上
宗
雄
氏「
秀
歌
撰
と
百
人一
首」（
秋
山
虔
氏
編「
平
安
文
学
史
論
考
j
武
蔵
野
害
院、
平
成
ニー
年
＝＿一
月）、
田
渕
句
美
子
氏
「
異
端
の
旦
女
と
女
房
歌
人
式
子
内
親
王
た
ち
の
新
古
今
集」
（
角
川
学
芸
出
版、
平
成
二
六
年
二
月）
な
ど
が、
お
そ
ら
く
「
時
代
不
同
歌
合
j
の
方
が
成
立
が
先
行
す
る
と
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る。
(
6)
樋
口
芳
麻
呂
氏
「
平
安・
鎌
倉
時
代
秀
歌
撰
の
研
究」
（
ひ
た
＜
杏
房、
昭
和
五
八
年
二
月）
第一二
章
第一
節
第
二
項
「
時
代
不
同
歌
合」
甲
「「
時
代
不
同
歌
合
j
の
伝
本・
撰
者・
成
立
時
期」
（
初
出
は
昭
和=1
0
年）．
乙
「「
時
代
不
同
歌
合」
と
「
百
人一
首」」
（
初
出
は
昭
和
四
九
年）。
(
7)
樋
口
氏
注
4
の
論。
(
8)
寺
島
氏
注
2
論
文。
(
9)
寺
島
恒
世
氏
「
時
代
不
同
歌
合
の
基
本
性
格
ー
番
い
の
原
理
を
と
お
し
て
|」
（
和
歌
文
学
論
集
九
「
百
人一
首
と
秀
歌
撰
l
風
間
書
房、
平
成
六
年一
月）。
同
氏
「「
時
代
不
同
歌
合」
の一
性
格
�
家
を
元
良
親
王
と
番
え
る
こ
と
ー」
（「
国
文
学
月）
も
参
照。
))
(
10)
菊
地
仁
氏
「
後
烏
羽
浣
ー
伝
統
を
愛
し
む
ー」
（『
解
釈
と
鑑
賞」
第
五
七
巻
三
号、
平
成
四
年
三
月）。
以
下、
同
氏
の
論
は
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る。
(
11
樋
口
氏
注
6
前
掲
著
第一
1
章
第一
節
第
五
項
「
俊
成
撰
三
十
六
人
歌
合」。
初
出
は
昭
和
五
四
年。
(
12
近
時、
久
保
木
秀
夫
氏
が、
公
任
撰
「
三
十
六
人
撰」
の
歌
人
の
枠
組
自
体
に、
藤
原
油
輔・
顕
昭•
藤
原
定
家
と
い
っ
た
歌
道
の
中
心
人
物
が
批
判
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し、
I
俊
成一二
十
六
人
歌
合」
に
つ
い
て
も、
「
俊
成
に
仮
託
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
と
位
骰
づ
け
た
方
が
適
切
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か」
と
い
う
意
見
を
提
示
さ
れ
て
い
る。
同
氏
「「一二
十
六
人
歌
合
j
世
陵
部
御
所
本
を
め
ぐ
っ
て」
（「
国
文
紐
見」
第
四
七
号、
平
成
二
五
年一
i
i
月）。
(
13)
風
巻
氏
「
新
古
今
的
な
る
も
の
の
範
囲」
（「
新
古
今
時
代
j
塙
害
房、
昭
和―1
0
年
九
月。
引
用
は、
風
巻
景
次
郎
全
集
第
六
巻
（
桜
楓
社、
昭
和
四
五
年一
0
月）
に
拠
る）
に
「「
新
古
今
集
j
は、
新
古
今
集
時
代
の
作
品
作
家
の
集
で
は
な
く
し
て、
「
万
莱
集
j
以
後、
各
勅
撰
集
の
時
代
時
代
の
作
品
作
家
の
総
集
と
も
見
ら
れ
る」
と
あ
る。
(
14)
「
源
家
長
日
記
j
の
引
用
は、
石
田
吉
貞
氏・
佐
津
川
修
二
氏
「
源
家
長
日
記
全
註
解」
（
有
精
堂、
昭
和
四
三
年一
0
月）
に
拠
っ
た。
(
15)
風
巻
氏
注
13
の
論。
(
16)
た
だ
し、
後
鳥
羽
院
は
和
泉
式
部
女
の「
小
式
部
内
侍」（
後
拾
遺・
金
築・
詞
花
集
に
各一
首
入
集）
と、
下
野
守
藤
原
義
忠
女
か
と
さ
れ
る
「
小
式
部」
（
後
拾
遺
集
に
1一
首、
千
載
集
に
一
首
入
集）
と
を
混
同
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る。
「
時
代
不
同
歌
合
j
に
「
小
式
部
内
侍」
と
し
て
採
ら
れ
酋
語
と
文
芸」
九
五
号、
昭
和
五
九
年
六
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（
わ
た
な
べ
け
ん
た
「
小
式
部」
の
歌
は、
出
典
と
な
っ
た
「
千
戟
集」
恋
四
で
は、
八
四
三
小
式
部・
八
四
四
和
泉
式
部
と
並
ん
で
い
る
た
め、
あ
る
い
は
院
が
錯
誤
さ
れ
た
か。
（
包
『
井
蛙
抄
j
の
引
用
は、
歌
論
歌
学
集
成
第
十
巻
(
I
i
i
弥
井
害
店、
平
成
―
一
年
五
月。
巻
六
雑
談
部
は
小
林
強
氏
校
注）
に
拠
っ
た。
(
18)
「
袋
草
紙
j
の
引
用
は、
藤
岡
忠
美
氏
校
注
「
袋
草
紙」
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系一
1
九、
岩
波
書
店、
平
成
七
年J
O
月）
に
拠
っ
た。
(
19)
「
応
永
抄」
の
引
用
は、
久
曽
神
昇
氏·
樋
口
芳
麻
呂
氏
編
「
御
所
本
百
人一
首
抄
宮
内
庁
杏
陵
部
蔵」
（
笠
間
杏
院、
昭
和
四
七
年
四
月）
に
拠
っ
た。
(
20)
寺
島
氏
注
9
「「
時
代
不
同
歌
合」
の
基
本
性
格」。
関
西
高
校
教
諭）
研
究
室
受
贈
図
書
雑
誌
目
録
I
勝
野
郁
子
詩
集
美
の
深
奥
花
の
変
幻
日
ま
わ
り、
い
る
鴻
山
文
那
蔵
能
楽
資
料
解
題
攻）
ニ
ニ
愛
知
県
立
大
学
下
（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
絹）
〈
雑
誌〉
愛
知
大
學
三
愛
知
教
育
大
学
大
学
院
国
語
研
究
（
愛
知
教
育
大
学
大
学
院
国
語
教
育
専
説
林
（
愛
知
県
立
大
学
国
文
学
会）
六
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
（
愛
知
淑
徳
大
学
国
文
学
会）
＝
1
七、
蔽
文
學
（
愛
知
大
學
國
文
學
會）
五
三
青
山
語
文
（
粁
山
学
院
大
学
日
本
文
学
会）
四
四
旭
川
国
文
（
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
国
語
国
文
学
会）
二
0、
二
四、
二
五、
二
六
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要（
跡
見
学
園
女
子
大
学）
四
九
歌
子
（
実
践
女
子
短
期
大
学
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科）
一
1
ニ
宇
大
国
語
論
究
（
宇
都
宮
大
学
国
語
教
育
学
会）
二
五
湖
の
本
（
秦
恒
平）
―
-
九、
一
―1
0、
自
由
民
権
運
動
と
戯
作
者
明
治一
0
年
代
の
仮
名
垣
魯
文
と
そ
の
門
弟
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
と
能
に
お
け
る
「
劇
展
開」
〈
単
行
本〉
（
平
成
二
十
六
年一
月
1
十
二
月）
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